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平成 26 年度公益社団法人日本地すべり学会 

第 53 回研究発表会及び現地見学会 
 

１．日程 

平成 26 年 8 月 19 日(火)～8 月 22 日(金) 

 

8 月 19 日(火) 「親子で学ぼう 真夏の防災教室」 

13 : 00～16 : 30（受付開始 12:30） 防災科学技術研究所 

共催：独立行政法人 防災科学技術研究所 

後援：つくば市教育委員会 

8 月 20 日(水) 開会式・研究発表会・意見交換会 

受付                  8 : 30～17 : 00 

開会式・表彰式・特別講演  9 : 30～12 : 00 

研究発表会         13 : 00～17 : 00 

（口頭発表、ポスター発表、新技術紹介） 

意見交換会         18 : 00～20 : 00 

8 月 21 日(木) 研究発表会・閉会式 

受付                  9 : 00～16 : 40 

研究発表会           9 : 30～16 : 40 

(口頭発表、ポスター発表、新技術紹介) 

閉会式           16 : 40～17 : 00 

8 月 22 日(金) 現地見学会 

 つくば駅 8:50 集合 9:00 出発 17:00 解散 

A コース：斜面崩壊実験（防災科学技術研究所）見学 

B コース：茨城県北ジオパークと震災復興 

C コース：筑波山の成り立ちと土砂災害 

 

２．メイン会場（開会式・表彰式・特別講演、研究発表会、意見交換会） 

 つくば国際会議場（茨城県つくば市） 

〒305-0032 茨城県つくば市竹園 2 丁目 20 番 3号 

TEL: 029-861-0001 FAX: 029-861-1209 

URL http://www.epochal.or.jp 

  ＊つくばエクスプレスつくば駅（秋葉原駅から 45 分）から徒歩 10 分 

    ＊つくば国際会議場周辺に有料駐車場があります。   
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主 催 

公益社団法人日本地すべり学会 

 

後 援 

総務省消防庁 

文部科学省 

農林水産省 

国土交通省 

茨 城 県 

つ く ば 市 

 

協 賛 

一般社団法人斜面防災対策技術協会関東支部 

茨 城 県 地 質 調 査 業 協 会 

 

協 力 

一般社団法人つくば観光コンベンション協会 
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図-

◎つくば国際

◎つくば観光コ

会 場 案 内 

１ つくばアクセスマップ 

際会議場 http://www.epochal.or.jp/ 

コンベンション協会 http://www.ttca.jp/ 

 

 

3



 

図-２ つくば国際会議場周辺マップ 

つくばエクスプレス「つくば駅」から、徒歩で「つくば国際会議場」まで 

①つくば駅改札口を出たら、進行方向右側に曲がりＡ3出口を上がります。 

②A３出口を出るとつくばバスセンターです。ロータリーに沿って、右に曲がり待合室横を

直進すると階段があります。 

③階段を上り、遊歩道を直進します。途中に歩道橋があります。車道を渡り直進すると、

つくば国際会議場のレストラン横入口があります。 
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図-３

１階 

エントランスホール

大会議室（101+102）

会議室前フロワー 

多目的ホール 

２階 
中会議室(201,202) 

会議室前フロワー 

３階 
中ホール 300 

小会議室 304 

注）1～3階の移動は、エスカレ

注）全館禁煙です。また、中ホー

３ つくば国際会議場マップ 
クローク、受付（8月 20 日） 

 ポスター・新技術紹介セッション会場 

展示スペース（フォトコンテスト・特別展示

ドリンクコーナー 

意見交換会会場 

第 2,3 会場（口頭発表会場） 

弁当配布コーナー 

式典・第 1会場（口頭発表会場）＊飲食禁止

事務局（試写・発表データ受付など） 

ータ、エレベータ、階段があります。 

ール 300 は飲食禁止です。 

 

示） 

止 
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図―

●受付の利用時間 8 月 20
         ＊8 月 2

●クロークの利用時間 8 月

           8 月

 

1 階 
●エントランスホール

●ポスター・新技術紹介

セッション会場 

●展示スペース 

●ドリンクコーナー 
●意見交換会会場 

―４ エントランスホール 

 
日 8 : 30～17 : 00（エントランスホール）

21 日は事務局(3 階)で対応 

月 20 日 8 : 30～20 : 30  

月 21 日 9 : 00～17 : 15 

介
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図‐５ ポス

 

●展示期間 

平成 26 年 8 月 20 日(水)1

準備：8月 20 日  9:00～

展示: 8 月 20 日 13:00

      8 月 21 日 9:30～

ポスターセッションコア

      8 月 21 日 13:10

撤去：8月 21 日 16:45

 

●ドリンクコーナー 

提供内容：ホットコーヒー

提供方法：テイクフリー方

提供予定時間： 8 月 20

8 月 21

 

スター・新技術紹介セッション会場 

3:00～8 月 21 日(木)16:45 

～12:00（受付開始 8:30） 

0～17:45 

～16:40(受付開始 9:00) 

アタイム： 

0～14:15 

5～17:45 

ー、アイス烏龍茶、ミネラルウォーター 

方式（無料） 

日 12:00～18:00（予定数が無くなり次第終

日 9:00～16:40（予定数が無くなり次第終

終了） 

終了） 

7



新技術紹介セッション参加団体 

01：株式会社 オサシ・テクノス 

02：KJS 協会・アンカー補修協会 
03：岡三リビック 株式会社 

04：アジア航測 株式会社 

05：サンスイ・ナビコ 株式会社 

06：古野電気 株式会社 
07：ＳｕｐｅｒＭＣアンカー研究会 

08：小断面トンネル排水工法研究会 

09：既設アンカー緊張力モニタリングシステム（Aki-Mos）研究会 

10：有限会社 ミヤコ興業 
11：ＮＭアンカー協会 

12：株式会社 測商技研北陸 

13：株式会社 横山空間情報研究所 
14：北陽建設 株式会社 

15：特殊な地すべり環境下で使用する観測装置の開発研究会 

16：株式会社 東京電機 

17：明治コンサルタント 株式会社 
18：坂田電機 株式会社 

19：ＫＴＢ協会・ＰＣフレーム協会 

20：株式会社 きぃすとん 
21：株式会社 フォーラムエイト 

22：斜面受圧板協会 

23：応用地質 株式会社 

24：フロテックアンカー技術研究会 
25：株式会社 エスイー 
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２階 
●第２会場 
●第３会場 
●弁当配布コーナー 

 

 

 

 

図－６ 第

 
●弁当配布 

 事前申込で弁当を予約した

お受け取りください。 
 配布時間： 

 8 月 20 日 12:00～13:00

 8 月 21 日 12:10～13:10
 配布場所： 

 ２階弁当配布コーナー（第

 

第２会場・第３会場（各 150 名） 

た方は、次のとおり、交換券と引き換えに

第３会場前フロワー） 

、弁当を
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３階 
●第１会場（式典） 
●事務局（試写・受付）

 

 

 

図

●事務局の利用時間  8 月

8 月

 

図―７ 第１会場(300 名) 
＊飲食禁止 

 
月 20 日 8 : 30～17 : 45 

月 21 日 9 : 00～16 : 40
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図―８ 避難経路図  

１階 

２階 

３階 

ポスター・新技術紹介セッション会場 

意見交換会会場 第２会場・第３会場 

第１会場（式典） 

事務局 
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【県民講演会】 

親子で学ぼう 真夏の防災教室 
 
共催：独立行政法人防災科学技術研究所 

後援：つくば市教育委員会 

 
１．日時 

平成 26 年 8 月 19 日（火）13:00～16:30(集合 12:50) 

 
２．場所 

独立行政法人 防災科学技術研究所 和達記念ホールほか 

〒305-0006 茨城県つくば市天王台 3-1 

 
３．主たる対象者 

栃木県在住の小学生及び保護者（事前申込制） 

 
４．内容 

 
１）主催者挨拶 13:00～13:10 
  公益社団法人日本地すべり学会会長 土屋智  

  独立行政法人防災科学技術研究所理事長 岡田義光 

 
２）「科学実験から防災の理解を深める」 13:15～13:55 

講師：納口恭明（独立行政法人防災科学技術研究所，Dr.ナダレンジャー） 

 
３）「模型を使い山崩れなどを直感的に理解する」 14:00～14:40 

講師：藤井俊逸（株式会社 藤井基礎設計事務所，学会員） 

 
４）先生と一緒に遊ぼう 14:40～16:30 

講師：納口恭明（独立行政法人防災科学技術研究所） 
藤井俊逸（株式会社藤井基礎設計事務所） 

小川泰浩（独立行政法人森林総合研究所） 
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参加者の方へ 
 
１．事前申込の受付について 

・事前申込受付までお越しください。参加券の半券と引き換えで、参加者キッ

ト・名札を配布します。 

・半券には、補助金の関係から、つくば市の宿泊数を記載してください。 
・講演集の引換券をお持ちの方は、受付の配布場所にて引き換えてください。 

・領収書が必要な方は、期間中に領収書発行申請を事務局に提出してください。 

 
２．当日申込の受付について 
・当日申込受付までお越しください。申込用紙にご記入いただき、参加費をお

支払いください。 

・参加費のお支払いただきましたら、領収書・参加者キット・名札を配布しま

す。 

・当日申込予約を行っている方は、返信メールのコピーを受付に提出して、参

加費をお支払いください。申込書への記載は必要ありません。 

  
３．名札の携帯について 

・会場内では、氏名を記載した名札を入れた名札フォルダーを首にかけて、ご

携帯ください。 
・会場に入る際に、名札を確認させていただく場合がございますので、ご協力

ください。 

 
４．禁煙について 
・メイン会場のつくば国際会議場は、すべて禁煙です。 

 
５．受付・事務局について 

・受付は、次の日時・場所は次のとおりです。 
  8 月 20 日 8:30～17:00  エントランスゾーン（１階） 

  8 月 21 日 9:00～16:40  事務局（３階） 

・事務局（３階）の利用時間は次のとおりです。 
  8 月 20 日 8 : 30～17 : 45 

8 月 21 日 9 : 00～16 : 40 
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６．クロークについて 

・クローク（１階）の利用時間は次のとおりです。 

8 月 20 日 8 : 30～20 : 30  
  8 月 21 日 9 : 00～17 : 15 

・クロークを利用する際には、名札を提示してください。 

・貴重品は、預けないでください。 

・時間になってもお引き取りのない荷物は、遺失物として扱います。 
・クローク横に、コインロッカーも併設されております。また、意見交換会の

際には、会場内に荷物置き場を設けます。 

 
７．昼食について 
・事前に弁当を予約された方は、下記のとおり、引換券と引き換えにお渡しし

ます。また、弁当の空き箱等につきましては、御面倒でも配布場所までお持ち

ください。 
  配布時間：8 月 20 日 12:00～13:00 

8 月 21 日 12:10～13:10 

  配布場所：第３会場前フロワー（２階） 

・第１会場（３階）は、飲食禁止です。昼食時に飲食をされる方は、第 2 会場・

第３会場（２階）を御利用下さい。 

・ 

８．ドリンクコーナーについて 
・ドリンクコーナーで次のサービスを行っていますので、御利用ください。 

  提供場所：ポスターセッション会場前フロワー（１階） 

提供内容：ホットコーヒー、アイス烏龍茶、ミネラルウォーター 

提供方法：テイクフリー方式（無料） 

提供予定時間：8 月 20 日 12:00～18:00（予定数が無くなり次第終了） 

8 月 21 日 9:00～16:40（予定数が無くなり次第終了） 

・ご利用の際には、名札をご提示ください。 

 
９．駐車場について 

・車でお越しの方は、会場周辺の有料駐車場をご利用ください。なお、会場に

隣接して、南駐車場、北駐車場がございます。 

 
１０．事務局からの連絡について 

・事務局からの連絡は、連絡板（ホワイトボード）に掲示して行います。なお、

館内アナウンスは一切行いません。 
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 連絡板（ホワイトボード）の設置箇所 

 ①第１会場入口付近（３階） 

 ②第３会場前フロワー・弁当配布コーナー付近（２階） 
 ③ポスターセッション会場内（１階） 

 ④ポスターセッション会場前フロワー・ドリンクコーナー付近（１階） 

 ⑤エントランスホール受付付近（1 階） 

 
【参考】参加費等 

 

参加費 

区分 
研究発表会 意見交換会 現地見学会 

事前申込 当日申込 事前申込 当日申込 事前申込 

正会員（個人） 7,000 円 8,000 円 6,000 円 7,000 円 6,000 円 

学生会員 1,000 円 2,000 円 2,000 円 3,000 円 3,000 円 

上記以外 8,000 円 8,000 円 7,000 円 ― 7,000 円 

注）意見交換会の当日申込は、人数を制限しております。 

 

その他 

区分 
弁当 講演集（紙製本）

事前申込 事前申込 

参加者 1,000 円/食 3,000 円 
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開会式・表彰式・特別講演 
 
１．日時 

平成 26 年 8 月 20 日（水）9:30～12:00 

 
２．場所 
つくば国際会議場・中ホール 300（３階） 

 
３．内容 

 
１）開会式  9 : 30～10 : 00 

①開会の辞 

②会長挨拶  会長 土屋智 
③来賓挨拶  つくば市 

       農林水産省農村振興局 

④来賓紹介 

 
２）表彰式 10:00～10:10 

 
①審査報告  表彰委員長 丸井英明 

 
②表  彰 技術報告賞 岡本有生（北海道夕張郡 栗山町） 

      査読者賞  濱崎栄作（株式会社アドバンテクノロジー） 

 
３）特別講演 10 : 20～12 : 00 

 
①ジオパークによる地域振興―茨城県北ジオパークを例として― 

10:20～11:10 
天野 一男（茨城大学理学部，実行委員長） 

 
②地震地すべりとそれに伴う地すべりダムの発生危険度評価 

11:10～12:00 

林 一成 （奥山ボーリング株式会社，平成 25 年度研究奨励賞受賞者） 
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研究発表会 

 
 
8 月 20 日（水）の日程 

区分 
第 1 会場 第 2 会場 第 3 会場 ポスターセッション会場

３階 ２階 1 階 

9:00～ 

(準備) 

9::30～

10:10 

開会式 

表彰式 
    

10:20～

12:00 
特別講演 

12:00～

12:55 
（休憩） 

12:55～ 学会編集員会よりお知らせ   

13:00～

16:55 

13:00～14:12 

事例報告①（4 件）

1-1～1-4 

13:00～14:12 

調査計測①（4 件） 

2-1～2-4 

13:00～14:45 

特別セッション（5 件） 

地すべり施設の維持管

理① 

[地下水排除工]  

3-1～3-5 

展示 

14:20～15:32 

事例報告②（4 件）

1-5～1-8 

14:20～15:32 

調査計測 ②（4 件）

2-5～2-8 
14:50～16:55 

特別セッション（6 件） 

地すべり施設の維持管

理② 

[アンカー工他] 

3-6～3-11 

15:40～16:52 

事例報告③（4 件）

1-9～1-12 

15:40～16:52 

調査計測③（4 件） 

2-9～2-12 

～17:45       
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8 月 21 日（木）の日程 

区分 
第 1 会場 第 2 会場 第 3 会場 ポスターセッション会場

３階 ２階 1 階 

9:25～ 学会編集員会よりお知らせ   

9:30～

12:10 

9:30～10:42 

事例報告④（4 件）

1-13～1-16 

9:30～10:42 

地すべり機構（4 件）

2-13～2-16 

9:30～10:42 

特別セッション（4 件） 

火山とその周辺地域に

おける斜面災害① 

3-12～3-15 

展示 10:50～12:02 

斜面安定（4 件） 

1-17～1-20 

10:50～12:02 

地すべり機構②（4

件） 

2-17～2-20 

10:50～12:10 

特別セッション（3 件） 

火山とその周辺地域に

おける斜面災害② 

3-16～3-18 

12:10～

13:10 
（休憩） 

13:10～

14:15 
  

ポスターセッション 

コアタイム 

14:15～

16:29 

14:15～15:27 

調査計測④（4 件）

1-21～1-24 

14:15～15:27 

地すべり機構③（4

件） 

2-21～2-24 

14:15～16:03 

その他（6 件） 

3-19～3-24 

展示 
15:35～16:29 

調査計測⑤（3 件）

1-25～1-27 

15:35～16:29 

地すべり機構④（3

件） 

2-25～2-27 

  

～16:40       

16:40～

17:00 

閉会式 

(ポスター賞表彰)
    

 (撤去) 

17:00～

17:45 
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●
8
月

2
0
日

(水
）
　

　
1
3
：
0
0
～

1
4
：
1
2

第
1
会

場

【
一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

：
事

例
報

告
①

】

　
座

長
：
土

志
田

　
正

二
（
消

防
庁

 消
防

研
究

セ
ン

タ
ー

）
1
-
1
5

ホ
ン

ジ
ュ

ラ
ス

国
に

お
け

る
地

す
べ

り
調

査
と

教
育

：
J
IC

A
-
S
V

の
活

動
例

と
し

て

1
-
1

廣
田

　
清

治
(愛

媛
大

学
防

災
情

報
研

究
セ

ン
タ

ー
)

1
-
1
6

桐
生

市
菱

町
で

発
生

し
た

山
林

火
災

と
森

林
焼

失
斜

面
の

状
況

　
　

　
石

丸
　

聡
(北

海
道

立
総

合
研

究
機

構
 地

質
研

究
所

)・
渡

邊
　

達
也

・
田

村
　

慎
・
田

近
　

淳
若

井
　

明
彦

（
群

馬
大

学
）
・
篠

崎
　

智
至

・
住

田
　

啓
輔

・
瀧

野
　

誉
将

1
-
2

熔
結

凝
灰

岩
急

崖
の

岩
盤

崩
壊

：
2
0
1
3
年

9
月

北
海

道
層

雲
峡

の
例

　
　

　
田

近
　

淳
（
株

式
会

社
 ド

ー
コ

ン
）
・
石

丸
　

聡
・
渡

邊
　

達
也

・
石

川
　

勲
●

8
月

2
1
日

(木
）
　

　
1
0
:5

0
～

1
2
:0

2
第

1
会

場

1
-
3

北
海

道
オ

シ
ン

コ
シ

ン
地

す
べ

り
地

域
に

お
け

る
最

近
の

地
す

べ
り

【
一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

：
斜

面
安

定
】

　
　

　
前

田
　

寛
之

（
札

幌
工

科
専

門
学

校
）
・
河

野
　

勝
宣

　
座

長
：
中

村
　

真
也

（
琉

球
大

学
）

1
-
4

改
良

法
に

よ
る

大
規

模
崩

壊
の

発
生

予
測

法
ー

四
万

十
帯

を
中

心
に

し
て

1
-
1
7

地
す

べ
り

地
形

の
安

定
化

過
程

の
表

現

　
　

　
林

　
拙

郎
（
静

岡
大

学
防

災
総

合
セ

ン
タ

ー
）
・
菅

沼
　

忠
嗣

　
　

　
岩

部
　

司
（
熊

本
高

等
専

門
学

校
）
・
大

塚
　

悟

1
-
1
8

地
す

べ
り

の
変

位
速

度
と

安
全

率
の

関
連

性
に

関
す

る
事

例
解

析

●
8
月

2
0
日

(水
）
　

　
1
4
：
2
0
～

1
5
：
3
2

第
1
会

場
　

　
　

石
井

　
靖

雄
（
独

立
行

政
法

人
 土

木
研

究
所

）
・
森

永
 高

行
・
倉

岡
　

千
郎

・
太

田
　

敬
一

・
綱

木
　

亮
介

【
一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

：
事

例
報

告
②

】
1
-
1
9

軸
力

が
偏

っ
た

ア
ン

カ
ー

工
の

地
す

べ
り

滑
動

時
の

軸
力

の
変

化

　
座

長
：
荻

田
　

茂
（
奥

山
ボ

ー
リ

ン
グ

株
式

会
社

）
　

　
　

太
田

　
敬

一
（
日

本
工

営
株

式
会

社
）

1
-
5

平
成

２
４

年
７

月
九

州
北

部
豪

雨
災

害
に

お
い

て
発

生
し

た
斜

面
崩

壊
の

地
域

的
差

異
1
-
2
0

“
力

の
ス

カ
ラ

ー
和

”
に

関
す

る
地

盤
工

学
関

連
学

会
の

混
沌

と
そ

の
原

因

　
　

　
土

志
田

　
正

二
(消

防
庁

 消
防

研
究

セ
ン

タ
ー

)
　

　
　

'榎
田

 充
哉

（
国

土
防

災
技

術
株

式
会

社
）

1
-
6

地
す

べ
り

側
部

調
査

と
多

点
温

度
検

層
の

有
効

性

　
　

　
横

山
　

賢
治

（
日

本
エ

ル
ダ

ル
ト

株
式

会
社

）
●

8
月

2
1
日

(木
）
　

　
1
4
:1

5
～

1
5
:2

7
第

1
会

場

1
-
7

ボ
ー

リ
ン

グ
コ

ア
に

見
ら

れ
る

地
す

べ
り

の
す

べ
り

層
と

移
動

地
塊

の
礫

形
態

の
特

徴
【
一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

：
調

査
計

測
④

】

　
　

　
神

原
　

規
也

（
株

式
会

社
 エ

イ
ト

日
本

技
術

開
発

）
　

座
長

：
高

山
　

陶
子

（
ア

ジ
ア

航
測

株
式

会
社

）

1
-
8

入
谷

地
区

に
お

け
る

地
す

べ
り

変
動

に
関

す
る

広
域

水
文

指
標

の
検

討
1
-
2
1

斜
面

対
策

の
意

思
決

定
に

供
す

る
斜

面
評

価
方

法

　
　

　
中

根
　

昌
士

（
一

般
財

団
法

人
 砂

防
・
地

す
べ

り
技

術
セ

ン
タ

ー
）
・
向

井
　

啓
司

・
中

谷
　

洋
明

　
　

　
太

田
　

英
将

（
有

限
会

社
 太

田
ジ

オ
リ

サ
ー

チ
）
・
髙

馬
　

太
一

・
金

山
　

幸
司

・
熊

本
　

清
・
杉

山
　

友
康

1
-
2
2

小
型

U
A

V
と

S
fM

に
よ

る
斜

面
変

動
地

形
の

三
次

元
モ

デ
リ

ン
グ

●
8
月

2
0
日

(水
）
　

　
1
5
：
4
0
～

1
6
:5

2
第

1
会

場
　

　
　

内
山

　
庄

一
郎

（
独

立
行

政
法

人
 防

災
科

学
技

術
研

究
所

）
・
山

村
　

充
・
井

上
　

公
・
熊

井
　

直
也

【
一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

：
事

例
報

告
③

】
1
-
2
3

U
A

V
撮

影
画

像
解

析
結

果
を

用
い

た
堆

砂
量

推
定

　
座

長
：
神

原
　

規
也

（
株

式
会

社
 エ

イ
ト

新
日

本
技

術
開

発
）

　
　

　
山

村
　

充
（
国

土
防

災
技

術
株

式
会

社
）
・
内

山
　

庄
一

郎
・
井

上
　

公
・
熊

井
　

直
也

1
-
9

地
震

動
の

加
速

度
・
卓

越
周

期
が

地
す

べ
り

変
動

に
与

え
る

影
響

1
-
2
4

地
す

べ
り

臨
界

水
位

と
最

高
水

位
時

安
全

率

　
　

　
柴

﨑
　

宣
之

（
独

立
行

政
法

人
 土

木
研

究
所

）
・
石

井
　

靖
雄

・
阿

部
　

大
志

・
片

岡
　

正
次

郎
　

　
　

猿
田

　
茂

秀
（
日

本
エ

ル
ダ

ル
ト

株
式

会
社

）
・
横

山
　

賢
治

・
土

屋
　

智

1
-
1
0

地
震

地
す

べ
り

の
安

定
度

評
価

手
法

に
関

す
る

検
討

　
　

　
道

畑
　

亮
一

（
一

般
財

団
法

人
 砂

防
・
地

す
べ

り
技

術
セ

ン
タ

ー
）
・
相

楽
　

渉
・
綱

木
　

亮
介

・
近

藤
　

浩
一

●
8
月

2
1
日

(木
）
　

　
1
5
:3

5
～

1
6
:2

9
第

1
会

場

1
-
1
1

滝
坂

地
す

べ
り

に
お

け
る

大
規

模
地

震
時

の
地

震
応

答
解

析
事

例
【
一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

：
調

査
計

測
⑤

】

　
　

　
山

下
　

裕
之

（
一

般
財

団
法

人
 砂

防
・
地

す
べ

り
技

術
セ

ン
タ

ー
）
・
相

楽
　

渉
・
佐

藤
　

直
行

・
丸

山
　

準
・

　
座

長
：
太

田
　

英
将

（
有

限
会

社
 太

田
ジ

オ
リ

サ
ー

チ
）

　
　

　
山

路
　

広
明

・
青

木
　

剛
1
-
2
5

遺
跡

の
地

盤
と

岩
石

-
岩

石
の

寿
命

-

1
-
1
2

芋
川

流
域

の
地

震
地

す
べ

り
に

お
け

る
地

盤
状

況
と

地
下

水
水

質
の

関
係

　
　

　
盛

合
　

禧
夫

（
東

北
工

業
大

学
）
・
松

村
　

吉
康

　
　

　
相

楽
　

渉
（
一

般
財

団
法

人
 砂

防
・
地

す
べ

り
技

術
セ

ン
タ

ー
）
・
綱

木
　

亮
介

・
越

智
　

英
人

・
肥

塚
　

高
之

・
1
-
2
6

常
時

微
動

を
利

用
し

た
地

震
誘

因
地

す
べ

り
斜

面
の

振
動

特
性

に
つ

い
て

　
　

　
山

邉
　

康
晴

・
丸

井
　

英
明

　
　

　
梅

村
　

順
（
日

本
大

学
）
・
川

邉
　

洋

1
-
2
7

概
成

し
た

地
す

べ
り

に
お

け
る

地
震

時
の

斜
面

変
動

発
生

状
況

調
査

●
8
月

2
1
日

(木
）
　

　
9
:3

0
～

1
0
:4

2
第

1
会

場
　

　
　

宮
本

　
賢

人
（
独

立
行

政
法

人
 土

木
研

究
所

）
・
阿

部
　

大
志

・
野

田
　

稔
久

・
石

井
　

靖
雄

【
一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

：
事

例
報

告
④

】

　
座

長
：
生

島
　

潤
一

（
日

本
工

営
株

式
会

社
）

1
-
1
3

ベ
ト

ナ
ム

に
お

け
る

地
す

べ
り

の
地

形
・
地

質
的

特
徴

　
　

　
阿

部
　

真
郎

（
奥

山
ボ

ー
リ

ン
グ

株
式

会
社

）
・
D

in
h
 V

an
 T

ie
n
・
D

o
 N

go
c
 T

R
U

N
G

・
藤

井
　

登
・
宮

城
　

豊
彦

1
-
1
4

 
ホ

ン
ジ

ュ
ラ

ス
・
テ

グ
シ

ガ
ル

パ
盆

地
に

お
け

る
地

す
べ

り
地

形
危

険
度

評
価

の
た

め
の

A
H

P
モ

デ
ル

　
　

　
八

木
　

浩
司

（
山

形
大

学
）
・
佐

藤
　

剛

北
海

道
,長

流
川

中
流

域
の

大
規

模
地

す
べ

り
（
そ

の
３

）
　

　
　

　
　

　
　

両
岸

の
地

す
べ

り
活

動
に

よ
る

河
岸

付
近

の
複

雑
な

挙
動
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●
8
月

2
0
日

(水
）
　

　
1
3
：
0
0
～

1
4
：
1
2

第
2
会

場
●

8
月

2
1
日

(木
）
　

　
9
:3

0
～

1
0
:4

2
第

2
会

場

【
一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

：
調

査
計

測
①

】
【
一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

：
地

す
べ

り
機

構
①

】

　
座

長
：
柴

崎
　

宣
之

（
独

立
行

政
法

人
 土

木
研

究
所

）
　

座
長

：
井

藤
　

嘉
教

（
株

式
会

社
 興

和
）

2
-
1

融
雪

に
着

目
し

た
地

す
べ

り
地

の
地

下
水

流
動

層
調

査
2
-
1
3

油
谷

湾
層

群
に

お
け

る
地

す
べ

り
の

一
例

　
　

　
桂

　
真

也
（
独

立
行

政
法

人
 土

木
研

究
所

 雪
崩

・
地

す
べ

り
研

究
セ

ン
タ

ー
）
・
木

村
　

誇
・
丸

山
　

清
輝

・
　

　
　

加
藤

　
靖

郎
（
川

崎
地

質
株

式
会

社
）
・
橋

本
　

健
史

　
　

　
池

田
　

慎
二

・
秋

山
　

一
弥

・
畠

田
　

和
弘

2
-
1
4

大
規

模
地

す
べ

り
の

運
動

機
構

に
関

す
る

考
察

2
-
2

対
策

後
の

大
規

模
地

す
べ

り
の

地
下

水
環

境
　

　
　

荻
田

　
茂

（
奥

山
ボ

ー
リ

ン
グ

株
式

会
社

）
・
相

楽
　

渉

　
　

　
奥

山
　

武
彦

（
山

形
大

学
）
・
土

原
　

健
雄

・
石

田
　

聡
・
白

旗
　

克
志

・
吉

本
　

周
平

2
-
1
5

長
野

県
小

谷
村

で
発

生
し

た
池

原
地

す
べ

り
変

動
機

構

2
-
3

大
規

模
地

す
べ

り
ブ

ロ
ッ

ク
上

部
に

お
け

る
地

下
水

流
動

解
析

の
た

め
の

比
抵

抗
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
　

　
　

児
玉

　
浩

（
日

本
工

営
株

式
会

社
）

　
　

　
中

里
　

裕
臣

（
独

立
行

政
法

人
 農

研
機

構
 農

村
工

学
研

究
所

）
・
井

上
　

敬
資

・
樺

元
　

淳
一

・
2
-
1
6

人
工

降
雨

実
験

に
お

け
る

ま
さ

土
斜

面
の

降
雨

浸
透

と
側

方
流

量
の

関
係

　
　

　
小

野
寺

　
孝

一
・
西

尾
　

克
人

・
山

科
　

真
一

　
　

　
岩

田
　

直
樹

（
中

電
技

術
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

株
式

会
社

）
・
柳

崎
　

剛
・
梶

山
　

敦
司

・
渡

邉
　

聡
・
丸

岡
　

雄
一

郎
・

2
-
4

降
雨

・
融

雪
に

よ
る

地
す

べ
り

地
に

お
け

る
地

下
水

位
の

予
測

、
地

下
水

文
特

性
の

評
価

解
析

　
　

　
笹

原
　

克
夫

　
　

　
井

藤
　

嘉
教

（
株

式
会

社
　

興
和

）
・
相

楽
　

渉
・
綱

木
　

亮
介

・
越

智
　

英
人

・
吉

松
　

弘
行

・
丸

井
　

英
明

●
8
月

2
1
日

(木
）
　

　
1
0
:5

0
～

1
2
:0

2
第

2
会

場

●
8
月

2
0
日

(水
）
　

　
1
4
：
2
0
～

1
5
：
3
2

第
2
会

場
【
一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

：
地

す
べ

り
機

構
②

】

【
一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

：
調

査
計

測
②

】
　

座
長

：
座

長
：
笹

原
　

克
夫

（
高

知
大

学
）

　
座

長
：
千

葉
　

伸
一

 (
応

用
地

質
株

式
会

社
）

2
-
1
7

N
u
m

e
ri
c
al

 m
o
de

lli
n
g 

o
f 
w

at
e
r 

w
av

e
 g

e
n
e
ra

te
d 

by
 t

h
e
 G

o
n
gj

ia
fa

n
g 

la
n
ds

lid
e

2
-
5

結
晶

片
岩

地
す

べ
り

地
で

の
水

質
分

析
調

査
結

果
に

つ
い

て
　

　
　

X
IN

G
 A

ig
u
o
（
上

海
交

通
大

学
）
・
G

o
n
gh

u
i 
W

A
N

H
・
Y
ao

 J
IA

N
G

　
　

　
末

峯
　

章
（
京

都
大

学
）
・
日

浦
　

啓
全

・
小

林
　

昌
弘

2
-
1
8

S
ti
c
k-

sl
ip

 i
n
st

ab
ili

ti
e
s 

in
 s

h
e
ar

e
d 

gr
an

u
la

r 
m

at
e
ri
al

s

2
-
6

滝
坂

地
す

べ
り

に
お

け
る

す
べ

り
面

周
辺

の
地

下
水

水
質

特
性

　
　

　
J
IA

N
G

 Y
ao

（
K
yo

to
 U

n
iv

e
rs

it
y）

・
W

A
N

G
 G

o
n
gh

u
i・

K
A

M
A

I 
T
o
sh

it
ak

a

　
　

　
肥

塚
　

高
之

（
株

式
会

社
 興

和
）
・
山

邉
　

康
晴

・
丸

山
　

準
・
伊

藤
　

和
弘

・
岡

田
　

武
・
相

楽
　

渉
・
丸

井
　

英
明

2
-
1
9

M
e
c
h
an

ic
al

 c
h
ar

ac
te

ri
st

ic
s 

o
f 
th

e
 A

u
gu

st
 6

, 
2
0
1
2
 M

ih
at

a 
la

n
ds

lid
e
, 
S
h
im

an
e
 P

re
fe

c
tu

re
, 
J
ap

an

2
-
7

地
す

べ
り

観
測

施
設

に
お

け
る

積
雪

に
よ

る
影

響
と

軽
減

へ
の

試
み

　
　

　
D

o
 N

go
c
 H

a（
S
h
im

an
e
 U

n
iv

e
rs

it
y）

・
F
aw

u
 W

an
g・

Y
o
h
e
i 
K
u
w

ad
a

　
　

　
高

澤
　

忠
司

（
株

式
会

社
 興

和
）
・
前

田
　

光
昭

・
塚

田
　

光
博

・
井

藤
　

嘉
教

・
山

邉
　

康
晴

・
丸

井
　

英
明

2
-
2
0

ク
ロ

ア
チ

ア
ザ

グ
レ

ブ
市

後
背

丘
陵

地
に

お
け

る
表

層
崩

壊
危

険
度

評
価

2
-
8

簡
易

傾
斜

監
視

装
置

の
精

度
実

験
　

　
　

王
　

純
祥

（
新

潟
大

学
 災

害
・
復

興
科

学
研

究
所

）
・
丸

井
　

英
明

・
渡

部
　

直
喜

・
古

谷
　

元

　
　

　
納

谷
　

宏
（
明

治
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

株
式

会
社

）
・
林

田
　

昇
・
溝

上
　

雅
宏

・
松

門
　

祐
二

・
鎌

野
　

浩
之

●
8
月

2
1
日

(木
）
　

　
1
4
:1

5
～

1
5
:2

7
第

2
会

場

●
8
月

2
0
日

(水
）
　

　
1
5
：
4
0
～

1
6
:5

2
第

2
会

場
【
一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

：
地

す
べ

り
機

構
③

】

【
一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

：
調

査
計

測
③

】
　

座
長

：
古

谷
　

元
（
富

山
県

立
大

学
）

　
座

長
：
加

藤
　

靖
郎

（
川

崎
地

質
株

式
会

社
）

2
-
2
1

簡
易

レ
ー

ザ
ー

測
距

儀
を

用
い

た
山

上
ク

ラ
ッ

ク
帯

の
運

動
像

解
析

－
高

知
県

い
の

町
代

次
の

例
－

2
-
9

埋
設

型
傾

斜
計

を
用

い
た

ま
さ

土
斜

面
の

降
雨

時
せ

ん
断

変
形

の
観

測
　

　
　

光
本

　
恵

美
（
高

知
大

学
）
・
本

間
　

こ
ぎ

と
・
横

山
　

俊
治

　
　

　
中

井
　

真
司

（
復

建
調

査
設

計
株

式
会

社
）
・
渡

邉
　

聡
・
笹

原
　

克
夫

・
岩

田
　

直
樹

2
-
2
2

新
潟

県
釜

塚
･段

子
差

大
規

模
地

す
べ

り
地

に
み

ら
れ

る
異

常
高

圧
塩

水

2
-
1
0

加
速

度
セ

ン
サ

を
用

い
た

地
盤

傾
斜

計
に

よ
る

地
す

べ
り

観
測

の
適

用
性

に
つ

い
て

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 地
下

水
の

塩
分

濃
度

と
環

境
同

位
体

組
成

か
ら

の
証

拠
  

　
　

　
三

輪
　

賢
志

（
独

立
行

政
法

人
 土

木
研

究
所

）
・
小

笠
原

　
啓

介
・
武

田
　

大
典

・
阿

部
　

大
志

・
石

井
　

靖
雄

・
　

　
　

渡
部

　
直

喜
（
新

潟
大

学
 災

害
･復

興
科

学
研

究
所

）
・
佐

藤
　

壽
則

・
田

村
　

優
樹

・
知

野
　

学

　
　

　
西

條
　

敦
志

2
-
2
3

新
潟

県
釜

塚
･段

子
差

大
規

模
地

す
べ

り
地

に
お

け
る

高
塩

分
濃

度
地

下
水

の
湧

昇
課

程

2
-
1
1

由
比

地
す

べ
り

に
お

け
る

観
測

・
監

視
体

制
の

強
化

に
関

す
る

取
組

み
（
３

）
　

　
　

佐
藤

　
壽

則
（
株

式
会

社
 日

さ
く
）
・
小

林
　

淳
一

・
伊

藤
　

健
二

・
渡

部
　

直
喜

　
　

　
　

　
　

　
　

－
地

す
べ

り
監

視
に

お
け

る
H

D
カ

メ
ラ

の
有

効
性

に
つ

い
て

－
2
-
2
4

ス
メ

ク
タ

イ
ト

に
富

む
粘

土
の

残
留

強
度

の
温

度
依

存
性

と
せ

ん
断

速
度

と
の

関
係

　
　

　
齊

藤
　

雅
志

（
国

土
防

災
技

術
株

式
会

社
）
・
遠

藤
　

久
巳

・
村

野
　

幸
宏

・
寺

田
　

秀
樹

・
土

佐
　

信
一

・
　

　
　

柴
崎

　
達

也
（
京

都
大

学
 防

災
研

究
所

）
・
長

谷
川

　
陽

一
・
松

浦
　

純
生

　
　

　
高

島
　

誠

2
-
1
2

す
べ

り
面

せ
ん

断
試

験
に

お
け

る
す

べ
り

面
供

試
体

の
位

置
合

わ
せ

の
ず

れ
が

土
質

強
度

に
及

ぼ
す

影
響

に
つ

い
て

●
8
月

2
1
日

(木
）
　

　
1
5
:3

5
～

1
6
:2

9
第

2
会

場

　
　

　
長

谷
川

　
陽

一
（
国

土
防

災
技

術
株

式
会

社
）
・
毛

利
　

貴
子

・
柴

崎
　

達
也

【
一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

：
地

す
べ

り
機

構
④

】

　
座

長
：
佐

藤
　

壽
則

（
株

式
会

社
　

日
さ

く
）

2
-
2
5

断
層

粘
土

及
び

地
す

べ
り

粘
土

の
鉱

物
に

関
す

る
研

究
-
岩

盤
ク

リ
ー

プ
の

粘
土

生
成

過
程

と
円

形
度

の
関

係
-

　
　

　
北

澤
　

秋
司

（
山

地
環

境
防

災
研

究
所

）

2
-
2
6

中
央

構
造

線
沿

い
の

不
安

定
斜

面
の

抽
出

と
評

価
－

長
野

県
伊

那
山

地
の

調
査

事
例

－

　
　

　
下

河
　

敏
彦

（
株

式
会

社
 環

境
地

質
）
・
稲

垣
　

秀
輝

2
-
2
7

地
下

水
位

と
地

表
面

変
位

の
同

時
計

測
に

基
づ

く
斜

面
崩

壊

　
　

　
笹

原
　

克
夫

（
高

知
大

学
）

20



●
8
月

2
0
日

(水
）
　

　
1
3
：
0
0
～

1
4
：
4
5

第
3
会

場
●

8
月

2
１

日
(木

）
　

　
1
0
:5

0
～

1
2
:1

0
第

3
会

場

【
特

別
セ

ッ
シ

ョ
ン

：
斜

面
対

策
施

設
の

維
持

管
理

①
：
地

下
水

排
除

工
】

【
特

別
セ

ッ
シ

ョ
ン

：
火

山
と

そ
の

周
辺

地
域

に
お

け
る

斜
面

災
害

②
】

　
座

長
：
榎

田
　

充
哉

 （
国

土
防

災
技

術
株

式
会

社
）
・
浅

野
　

志
穂

（
独

立
行

政
法

人
 森

林
総

合
研

究
所

）
　

座
長

：
檜

垣
　

大
助

（
弘

前
大

学
）
・
佐

藤
　

剛
（
帝

京
平

成
大

学
）

3
-
1

[招
待

発
表

] 
農

地
地

す
べ

り
防

止
施

設
の

機
能

保
全

に
つ

い
て

3
-
1
6

豪
雨

に
よ

り
発

生
し

た
伊

豆
大

島
の

土
砂

流
動

化
現

象
に

つ
い

て

　
　

　
野

中
　

陽
子

（
農

林
水

産
省

 農
村

振
興

局
 農

村
環

境
課

）
・
大

塚
　

文
哉

・
長

田
　

実
也

　
　

　
王

　
功

輝
（
京

都
大

学
 防

災
研

究
所

）
・
江

　
耀

・
土

井
　

一
生

・
釜

井
　

俊
孝

・

3
-
2

滝
坂

地
す

べ
り

集
水

施
設

の
機

能
保

全
3
-
1
7

地
震

波
形

記
録

か
ら

推
定

さ
れ

る
2
0
1
3
年

1
0
月

1
6
日

の
伊

豆
大

島
に

お
け

る

　
　

　
田

中
　

靖
政

（
日

本
工

営
株

式
会

社
）
・
丸

山
　

準
・
伊

藤
　

和
弘

・
岡

田
　

武
・
大

河
原

　
彰

・
馬

場
　

貴
志

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
斜

面
崩

壊
・
土

砂
流

動
の

特
徴

・
分

布

3
-
3

ラ
イ

ナ
ー

プ
レ

ー
ト

集
水

井
の

腐
食

診
断

フ
ロ

ー
の

提
案

　
　

　
土

井
　

一
生

（
京

都
大

学
 防

災
研

究
所

）
・
釜

井
　

俊
孝

・
王

　
功

輝
・
森

田
　

裕
一

　
　

　
岩

佐
　

直
人

（
日

鐵
住

金
建

材
株

式
会

社
）
・
原

田
　

剛
男

・
渡

邉
　

利
一

・
前

島
　

好
孝

3
-
1
8

立
山

カ
ル

デ
ラ

の
今

後
の

推
移

3
-
4

水
抜

き
ボ

ー
リ

ン
グ

工
の

排
水

流
量

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

と
維

持
管

理
へ

の
活

用
　

　
　

野
崎

　
保

（
野

崎
技

術
士

事
務

所
）

　
　

　
土

佐
　

信
一

（
国

土
防

災
技

術
株

式
会

社
）
・
榎

田
　

充
哉

・
吾

妻
 耕

一
・
土

屋
　

智
(討

論
・
総

括
）

3
-
5

変
成

岩
地

帯
の

地
す

べ
り

に
お

け
る

地
下

水
排

除
工

維
持

管
理

手
法

の
一

提
案

　
　

　
井

上
　

太
郎

（
国

土
防

災
技

術
株

式
会

社
）
・
眞

弓
　

孝
之

・
北

代
　

典
史

・
山

口
　

誠
司

●
8
月

2
１

日
(木

）
　

　
1
4
:1

5
～

1
6
:0

3
第

3
会

場

（
討

論
・
総

括
）

【
一

般
セ

ッ
シ

ョ
ン

：
そ

の
他

】

　
座

長
：
山

本
　

高
司

（
川

崎
地

質
株

式
会

社
）

●
8
月

2
0
日

(水
）
　

　
1
4
：
5
0
～

1
6
:5

5
第

3
会

場
3
-
1
9

地
す

べ
り

に
対

す
る

地
域

防
災

力
向

上
の

検
討

　
-
中

学
校

で
の

学
習

会
を

通
し

て
‐

【
特

別
セ

ッ
シ

ョ
ン

：
斜

面
対

策
施

設
の

維
持

管
理

②
：
ア

ン
カ

ー
工

他
】

　
　

　
桐

生
　

朋
（
株

式
会

社
 興

和
）
・
檜

垣
　

大
助

・
浅

野
目

　
和

明

　
座

長
：
石

井
　

靖
雄

 (
独

立
行

政
法

人
 土

木
研

究
所

）
・
茂

木
　

俊
（
株

式
会

社
 日

さ
く

）
3
-
2
0

砂
粒

子
の

細
粒

化
が

浸
透

率
に

及
ぼ

す
影

響
－

メ
タ

ン
ハ

イ
ド

レ
ー

ト
貯

留
層

に
お

け
る

断
層

の
評

価
に

向
け

て
－

3
-
6

ア
ン

カ
ー

荷
重

と
温

度
と

の
相

関
関

係
を

利
用

し
た

の
り

面
安

定
性

評
価

　
　

　
木

村
　

匠
（
独

立
行

政
法

人
 産

業
技

術
総

合
研

究
所

　
メ

タ
ン

ハ
イ

ド
レ

ー
ト

研
究

セ
ン

タ
ー

）
・
金

子
　

広
明

・

　
　

　
酒

井
　

俊
典

（
三

重
大

学
 大

学
院

）
・
阪

口
　

和
之

・
磯

嶋
　

治
康

・
常

川
　

善
弘

　
　

　
伊

藤
　

拓
馬

・
皆

川
　

秀
紀

3
-
7

旧
タ

イ
プ

ア
ン

カ
ー

の
更

新
工

事
に

向
け

た
ア

ン
カ

ー
の

り
面

の
施

工
管

理
技

術
に

つ
い

て
3
-
2
1

地
す

べ
り

移
動

体
を

構
成

す
る

岩
石

の
記

載
用

語
・
成

因
用

語
の

提
唱

　
　

　
常

川
　

善
弘

（
株

式
会

社
 相

愛
）
・
酒

井
　

俊
典

・
高

梨
　

俊
行

・
田

口
　

浩
史

・
山

下
　

英
二

　
　

　
脇

坂
　

安
彦

（
独

立
行

政
法

人
 土

木
研

究
所

）

3
-
8

グ
ラ

ウ
ン

ド
ア

ン
カ

ー
の

緊
張

力
変

動
を

容
易

に
把

握
す

る
技

術
の

開
発

3
-
2
2

積
雪

荷
重

が
地

す
べ

り
地

の
表

層
地

盤
へ

お
よ

ぼ
す

影
響

　
　

　
斎

藤
　

春
佳

（
株

式
会

社
 エ

ス
イ

ー
）
・
小

林
 　

亮
太

・
竹

家
　

宏
治

・
芥

川
　

真
一

　
　

　
大

澤
　

光
（
京

都
大

学
大

学
院

）
・
松

浦
　

純
生

・
岡

本
　

隆
・
柴

崎
　

達
也

・
松

四
　

雄
騎

・
寺

嶋
　

智
巳

3
-
9

グ
ラ

ウ
ン

ド
ア

ン
カ

ー
の

た
わ

み
式

荷
重

判
定

装
置

の
載

荷
試

験
3
-
2
3

地
形

解
析

に
基

づ
く
融

雪
地

す
べ

り
の

流
動

化
危

険
度

評
価

の
試

み

　
　

　
中

野
　

亮
（
日

特
建

設
株

式
会

社
）
・
芥

川
　

真
一

・
宇

次
原

　
雅

之
・
竹

家
　

宏
治

　
　

　
木

村
　

誇
（
独

立
行

政
法

人
 土

木
研

究
所

　
雪

崩
･地

す
べ

り
研

究
セ

ン
タ

ー
）
・
桂

　
真

也
・
丸

山
　

清
輝

・

3
-
1
0

群
馬

県
内

に
お

け
る

道
路

吹
付

法
面

の
劣

化
に

関
す

る
要

因
の

検
討

　
　

　
秋

山
　

一
弥

・
畠

田
　

和
弘

　
　

　
畠

中
　

優
（
群

馬
大

学
 大

学
院

）
・
若

井
　

明
彦

・
江

口
　

喜
彦

・
関

　
晴

夫
・
宇

次
原

　
雅

之
・
中

野
　

亮
3
-
2
4

木
製

治
山

堰
堤

内
の

石
礫

の
侵

食
耐

性
に

関
す

る
実

験

3
-
1
1

構
造

物
点

検
に

お
け

る
小

型
U

A
V

に
よ

る
低

空
空

撮
技

術
の

活
用

　
　

　
岡

田
　

康
彦

（
独

立
行

政
法

人
 森

林
総

合
研

究
所

）

　
　

　
今

村
　

大
地

（
株

式
会

社
 栄

泉
測

量
設

計
）
・
内

山
　

庄
一

郎
・
古

庄
　

広
幸

・
宮

崎
　

智
弘

・
江

山
　

栄
一

・

　
　

　
梅

田
　

篤

（
討

論
・
総

括
）

●
8
月

2
１

日
(木

）
　

　
9
:3

0
～

1
0
:4

2
第

3
会

場

【
特

別
セ

ッ
シ

ョ
ン

：
火

山
と

そ
の

周
辺

地
域

に
お

け
る

斜
面

災
害

①
】

　
座

長
：
落

合
　

博
貴

（
独

立
行

政
法

人
 森

林
総

合
研

究
所

）

3
-
1
2

斜
面

形
状

と
テ

フ
ラ

層
堆

積
の

面
か

ら
み

た
斜

面
変

動
発

生

　
　

　
檜

垣
　

大
助

(弘
前

大
学

)・
八

木
　

浩
司

3
-
1
3

[招
待

発
表

] 
伊

豆
大

島
2
0
1
4
年

台
風

災
害

の
地

形
地

質
学

的
背

景

　
　

　
千

葉
　

達
朗

（
ア

ジ
ア

航
測

株
式

会
社

）

3
-
1
4

平
成

2
5
年

1
0
月

伊
豆

大
島

土
砂

災
害

の
表

層
崩

壊
の

発
生

機
構

　
　

　
稲

垣
　

秀
輝

（
株

式
会

社
 環

境
地

質
）

3
-
1
5

平
成

2
5
年

伊
豆

大
島

災
害

に
お

け
る

高
速

土
砂

流
発

生
機

構

　
　

　
福

岡
　

浩
（
新

潟
大

学
）
・
ア

テ
ィ

カ
ー

ニ
ャ

・
ド

ク
・
王

　
純

祥

21



●
8
月

2
1
日

(木
）
　

　
1
3
：
1
0
～

1
4
：
1
5
（
コ

ア
タ

イ
ム

）
ポ

ス
タ

ー
セ

ッ
シ

ョ
ン

会
場

ポ
ス

タ
ー

セ
ッ

シ
ョ

ン
会

場

【
ポ

ス
タ

ー
セ

ッ
シ

ョ
ン

】

P
-
1

ベ
ト

ナ
ム

に
お

け
る

地
す

べ
り

早
期

警
戒

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

の
考

察
P

-
1
9

赤
城

山
南

麓
の

歴
史

地
震

痕
跡

分
布

と
G

IS
に

基
づ

く
分

析

　
　

　
浅

野
　

志
穂

（
独

立
行

政
法

人
 森

林
総

合
研

究
所

）
・
落

合
　

博
貴

・
永

井
　

修
・
瀧

本
　

圭
介

・
阿

部
　

真
郎

・
　

　
　

亀
山

　
ひ

ろ
み

（
群

馬
大

学
）
・
田

畑
　

あ
す

み
・
若

井
　

明
彦

　
　

　
佐

々
　

恭
二

P
-
2
0

2
0
1
1
年

い
わ

き
地

震
で

発
生

し
た

地
す

べ
り

の
分

布
と

三
次

元
地

震
応

答
解

析

P
-
2

2
0
1
4
年

3
月

2
2
日

の
ア

メ
リ

カ
ワ

シ
ン

ト
ン

州
の

O
so

地
す

べ
り

に
つ

い
て

　
　

　
佐

藤
　

剛
（
帝

京
平

成
大

学
）
・
林

　
一

成
・
八

木
　

浩
司

　
　

　
王

　
純

祥
（
新

潟
大

学
 災

害
・
復

興
科

学
研

究
所

）
・
福

岡
　

浩
P

-
2
1

地
す

べ
り

危
険

度
評

価
に

用
い

る
地

形
量

と
し

て
の

山
体

釣
鐘

形
状

度
の

修
正

P
-
3

岩
壁

・
急

峻
斜

面
に

お
け

る
ロ

ー
プ

ア
ク

セ
ス

技
術

の
実

用
例

　
　

　
林

　
一

成
（
奥

山
ボ

ー
リ

ン
グ

株
式

会
社

）
・
八

木
　

浩
司

・
佐

藤
　

剛
・
今

泉
　

文
寿

・
檜

垣
　

大
助

　
　

　
保

杉
　

昌
昭

（
株

式
会

社
 き

ぃ
す

と
ん

）
・
澤

田
　

卓
郎

・
木

城
　

真
澄

・
伊

藤
　

徳
光

・
中

井
　

亮
・
中

谷
　

登
代

治
P

-
2
2

白
神

山
地

地
す

べ
り

地
の

表
層

土
砂

の
侵

食
特

性

P
-
4

岩
壁

・
急

峻
斜

面
に

お
け

る
図

面
の

表
現

手
法

　
　

　
西

川
　

優
美

（
奥

山
ボ

ー
リ

ン
グ

株
式

会
社

）
・
檜

垣
　

大
助

　
　

　
澤

田
　

卓
郎

（
株

式
会

社
 き

ぃ
す

と
ん

）
・
保

杉
　

昌
昭

・
木

城
　

真
澄

・
伊

藤
　

徳
光

・
中

井
　

亮
・
中

谷
　

登
代

治
P

-
2
3

地
す

べ
り

の
動

態
観

測
結

果
に

基
づ

く
面

積
ひ

ず
み

と
変

位
速

度
の

関
連

性

P
-
5

平
成

2
0
年

岩
手

･宮
城

内
陸

地
震

に
よ

る
グ

ラ
ウ

ン
ド

ア
ン

カ
ー

の
破

損
発

生
状

況
調

査
　

　
　

森
永

　
高

行
（
独

立
行

政
法

人
 土

木
研

究
所

）
・
小

笠
原

　
啓

介
・
武

田
　

大
典

・
三

輪
　

賢
志

・
石

井
　

靖
雄

　
　

　
野

田
　

稔
久

（
日

特
建

設
株

式
会

社
（
元

土
木

研
究

所
交

流
研

究
員

）
）
・
阿

部
　

大
志

・
宮

本
　

賢
人

・
P

-
2
4

新
潟

県
沖

見
地

す
べ

り
に

お
け

る
移

動
量

と
間

隙
水

圧
の

動
態

観
測

結
果

　
　

　
石

井
　

靖
雄

　
　

　
秋

山
　

一
弥

（
独

立
行

政
法

人
 土

木
研

究
所

  
雪

崩
・
地

す
べ

り
研

究
セ

ン
タ

ー
）
・
丸

山
　

清
輝

P
-
6

P
-
2
5

部
分

ス
ト

レ
ー

ナ
孔

設
置

を
目

的
と

し
た

連
続

ス
テ

ッ
プ

孔
内

試
験

に
よ

る
水

理
地

質
調

査

　
　

　
石

井
　

靖
雄

（
独

立
行

政
法

人
 土

木
研

究
所

）
・
杉

本
　

宏
之

・
北

原
　

哲
郎

・
古

島
　

広
明

・
榎

田
　

充
哉

・

　
　

　
ハ

ス
　

バ
ー

ト
ル

（
ア

ジ
ア

航
測

株
式

会
社

）
・
高

山
　

陶
子

・
小

野
田

　
敏

　
　

　
才

田
　

誠

P
-
7

伊
豆

大
島

近
海

地
震

(1
9
7
8
)に

よ
り

発
生

し
た

斜
面

災
害

の
広

域
的

再
現

P
-
2
6

１
ｍ

深
地

温
計

測
に

基
づ

く
結

晶
片

岩
地

す
べ

り
に

お
け

る
流

動
地

下
水

脈
の

動
態

　
　

　
北

村
　

和
輝

（
群

馬
大

学
）
・
今

泉
　

文
寿

・
佐

藤
　

剛
・
林

　
一

成
・
若

井
　

明
彦

　
　

　
古

谷
　

元
（
富

山
県

立
大

学
）
・
末

峯
　

章
・
市

川
裕

規
・
王

　
功

輝

P
-
8

地
震

に
よ

っ
て

火
山

灰
被

覆
丘

陵
で

発
生

す
る

崩
壊

性
地

す
べ

り
の

斜
面

地
質

調
査

に
よ

る
発

生
危

険
度

評
価

P
-
2
7

水
星

北
半

球
の

ク
レ

ー
タ

ー
周

縁
の

地
す

べ
り

の
体

積
－

見
か

け
の

摩
擦

角
関

係

　
　

　
中

野
　

英
樹

（
独

立
行

政
法

人
 土

木
研

究
所

 （
現

 ㈱
エ

イ
ト

日
本

技
術

開
発

）
）
・
杉

本
　

宏
之

・
　

　
　

福
岡

　
浩

（
新

潟
大

学
）
・

　
　

　
柴

崎
　

宜
之

・
樽

角
　

晃
・
石

井
　

靖
雄

　
　

　
平

成
2
5
 年

度
京

都
大

学
ポ

ケ
ッ

ト
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

「
地

球
型

惑
星

の
環

境
地

圏
科

学
」
グ

ル
ー

プ

P
-
9

火
山

灰
被

覆
丘

陵
に

お
け

る
地

震
起

因
の

斜
面

変
動

の
土

塊
到

達
距

離
P

-
2
8

た
め

池
堤

体
に

腹
付

し
た

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

遮
水

シ
ー

ト
の

す
べ

り
に

対
す

る
安

定
性

の
検

討

　
　

　
杉

本
　

宏
之

（
独

立
行

政
法

人
 土

木
研

究
所

）
・
柴

崎
　

宜
之

・
中

野
　

英
樹

・
樽

角
　

晃
・
石

井
　

靖
雄

・
　

　
　

伊
藤

　
潤

（
山

口
大

学
）
・
鈴

木
　

素
之

・
神

山
　

惇
・
河

内
　

義
文

・
浦

部
　

朋
子

　
　

　
檜

垣
　

大
助

P
-
2
9

Ｃ
1
4
年

代
測

定
を

用
い

た
地

す
べ

り
の

発
生

機
構

考
察

P
-
1
0

地
震

動
に

よ
る

地
す

べ
り

土
塊

の
せ

ん
断

挙
動

　
　

　
坂

　
啓

惟
（
日

本
工

営
株

式
会

社
）
・
岩

佐
　

卓
実

・
小

俣
　

新
重

郎
・
宮

永
　

悟

　
　

　
丸

山
  
清

輝
（
独

立
行

政
法

人
 土

木
研

究
所

）
・
桂

　
真

也
・
秋

山
　

一
弥

P
-
3
0

P
-
1
1

地
震

地
す

べ
り

発
生

時
の

強
度

不
連

続
面

の
せ

ん
断

特
性

　
　

　
山

本
　

拓
矢

（
山

口
大

学
）
・
鈴

木
　

素
之

・
大

谷
　

直
毅

　
　

　
畠

田
　

和
弘

（
日

本
工

営
株

式
会

社
）
・
木

村
　

誇
・
桂

　
真

也

P
-
1
2

盛
土

斜
面

に
お

け
る

地
震

動
・
間

隙
水

圧
応

答
の

特
徴

P
-
3
1

 
平

成
2
5
年

台
風

2
6
号

伊
豆

大
島

土
砂

災
害

の
発

端
と

な
っ

た
斜

面
の

表
層

崩
壊

の
機

構
解

析

　
　

　
土

井
　

一
生

（
京

都
大

学
 防

災
研

究
所

）
・
釜

井
　

俊
孝

　
　

　
深

津
　

貴
之

（
群

馬
大

学
）
・
若

井
　

明
彦

・
本

明
　

将
来

・
横

内
　

啓
隆

・
亀

山
　

ひ
ろ

み
・
後

藤
　

聡

P
-
1
3

P
-
3
2

6
0
年

間
に

3
度

の
大

水
害

を
受

け
た

京
都

府
山

城
地

域
の

記
録

　
　

　
中

島
　

美
千

代
（
日

本
工

営
株

式
会

社
）
・
西

田
　

廣
士

・
傍

島
　

史
宗

・
網

野
　

功
輔

　
　

　
秦

　
吉

弥
（
大

阪
大

学
）
・
駒

井
　

尚
子

・
常

田
　

賢
一

・
魚

谷
　

真
基
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●特別セッション 1：斜面対策施設の維持管理 

8 月 20 日 13:00～16:55 第３会場（２階） 

近年、社会資本の老朽化に伴いその維持管理が大きな問題となっています。地すべり

対策施設でも、集水井・水抜きボーリング工、アンカー工などで劣化にと伴う性能低下

が問題となっており、健全性の診断・評価手法や対策方法などについて研究や技術開発

が進められています。老朽化が進む構造物の効率的な維持管理は、今後ますます重要性

を増すと予想され、地すべりや斜面防災に関わる研究者・技術者も取り組んでいくべき

重要なテーマであると考えます。このような状況を踏まえ、2014 年度の日本地すべり

学会茨城大会において「斜面対策施設の維持管理」をテーマとする特別セッションを開

催します。 

この特別セッションでは、地すべり対策工のほか、アンカー工、コンクリート吹付工、

擁壁工といった斜面対策工も含め、構造物の老朽化の実態や劣化機構に関する研究成果、

老朽化施設に対する調査・診断事例、補修補強など性能回復事例や、これらに関わる新

技術等に関する発表をしていただき、今後の斜面対策施設の効率的な維持管理について

議論を深めていただこうと考えています。多くの研究者・技術者の方々、また構造物の

管理者の皆様のご参加を期待いたします。  

 

●特別セッション 2：火山とその周辺地域における斜面災害 

8 月 21 日 9:30～12:10 第３会場（２階） 

 近年、ゲリラ豪雨と通称されるような局地的な大雨による斜面災害が発生し、今後顕

在化すると予想され極端気象により増加する可能性も懸念されています。さらに、昨年

10 月には、伊豆大島の降下火山砕屑物の堆積した急傾斜地において、豪雨による表層

崩壊が多発し大規模な土砂災害を引き起こしました。 

 火山国であるわが国に多く分布する降下火山砕屑物の堆積域での局地的な豪雨の影

響を考慮すると、火山とその周辺地域における斜面災害が発生する危険性を予測し、対

策を講じておくことが重要な課題であり、これらの災害に対する研究をいっそう深化さ

せる必要性があります。このような状況を踏まえ、2014 年度の日本地すべり学会茨城

大会において「火山とその周辺地域における斜面災害」をテーマとする特別セッション

を開催します。 

 この特別セッションでは、昨年伊豆大島で発生した斜面災害に携わった研究者だけで

なく、地震時を含め火山砕屑物分布地域で発生する斜面崩壊、地すべり、土石流、山体

崩壊等の斜面災害の研究および対策に携わっている研究者・技術者の方々にご参加いた

だき、議論を深めていただくことを期待しています。 
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発表者の方へ 

 

１．発表者受付等について 

 口頭発表・ポスター発表ともに、参加者受付（事前申込受付もしくは当日受

付）を済ませたあと、発表者受付へお越しください。 

 口頭発表は、当該セッションの開始前までに発表者が受付を済ませていない

場合は、発表取り消しとなる場合があります。ご注意ください。 

 口頭発表は、昨年までの発表と異なり、指定時間までに提出いただいた口頭

発表用データを、事務局が会場のパソコンに移行する方式ですのでご注意くだ

さい。 

 

２．口頭発表について 

 発表期間：8 月 20 日(水)13:00～16:55, 8 月 21 日(木)9:30～12:10,14:15～

16:29 

 発表場所：第１会場（３階）、第２会場・第３会場（２階） 

口頭発表用データ受付場所：事務局（３階） 

＊事務局の応対時間：8月 20 日(水)8:30～17:45, 8 月 21 日(木)9:00～16:40 

 

 1 題あたりの発表時間は、発表 15 分、討論・交代時間 3 分、計 18 分です。1

鈴 12 分，2 鈴 15 分(発表終了)，終鈴 18 分(討論終了)となります。 

 発表時間粋が固定されていますので、発表者は発表時間を厳守して下さい。 

 発表時間を超えた場合は、発表等を中止していただきます。 

 口頭発表では、プロジェクターのみが使用できます。 

 研究発表会事務局で用意するパソコン及びソフトウェア等の仕様は下記のと

おりです。発表者は下記の仕様を参考に発表データを用意して下さい。（動画な

どの再生は原則できません） 

 

 口頭発表用データの受付は事務局（３階、小会議室 304）にて行います。 

●パソコン及びソフトウェア等の仕様 

オペレーティングシステム: Windows 7 Professional(32bit) 

ＣＰＵ：インテル® Celeron® プロセッサー P4500 （2MB L2 キャッシュ、1.86GHz）

メモリ：2GB （2048MB×1） 1066MHz DDR3-SDRAM 

プレゼンテーションソフト:Microsoft PowerPoint 2010 

入力可能な付属ドライブの種類：CD-ROM ドライブ，USB2.0 コネクター 

使用可能なフォント:Microsoft Windows の標準フォント(MS 明朝、MS ゴシック等) 
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 試写用パソコンは、口頭発表用データの受付を行う事務局（3 階）に 3 台用意

します。 

 口頭発表用データは、提出前に必ず動作確認を行い、不具合が生じた場合修

正してください。 

 口頭発表用データは、事前に必ずウィルスチェックをお済ませください。ウ

ィルス感染が確認されたファイルは受け取ることが出来ません。 

 口頭発表用データのファイル命名規則は、「発表者番号+発表者名+拡張子」と

します。 

例）09-09 天野.ppt 

  口頭発表用データは USB メモリまたは CD-R にて、各セッションの開始 1

時間前までに、事務局までお持ちください。なお、研究発表会 2 日目の初めの

セッションでご発表の方は、1 日目の 17:30 までとします。 

 口頭発表用データは、スタッフが事務局から各会場のパソコンに転送します。 

 各自の発表者番号や発表時間は、別途掲載するプログラムで確認して下さい。 

 発表者は発表の 3 番前までに自身の発表会場で待機するようにして下さい。 

 

３．ポスター発表について 

 展示期間：8 月 20 日(水)13:00～17:45, 8 月 21 日(木)9:30～16:40 

      準備：8 月 20 日(水)9:00～12:00  撤去：8 月 21 日(木)16:45～17:45 

       コアタイム（説明・討論）8 月 21 日(木)13:10～14:15 

 展示場所：ポスター・新技術紹介セッション会場（１階） 

展示パネルの大きさ：展示パネル（巾 90cm×高さ 210cm） １枚 

          ＊押しピン（画鋲）使用可 

          ＊左上に展示番号を示す紙（Ａ４横）が貼られます。 

 

 発表者は、指定の展示パネルに、調査・研究内容を示したポスター等を展示

してください。 

 発表者は、コアタイム(8 月 21 日(木)13:10～14:15)の間、各自の掲示の場所

で、質疑・討論に対応して下さい。 

 前方に大きく突出して通行を妨げるものを展示することはできません。 

 貴重品の破損、紛失等については責任を負いかねますので、ポスター周辺に

放置しないよう各自十分気をつけて下さい。 

 ポスターは展示終了後各自の責任で片づけて下さい。残っているポスター等

については破棄する場合があります。 
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若手ポスター賞とは 
 

１．対象 

 ポスターセッションの若手発表者 

なお、若手発表者とは、発表時点において 35 才未満の筆頭発表者（正会員ま

たは学生会員）であり、ポスターを作成しコアタイムに発表を行った者に限り

ます。また、過去に同表彰を受けた方は、選考の対象になりません。 

 
２．選考と表彰 

実行委員長から委嘱された審査員により、①ポスター展示、②コアタイムの

発表・討議、③調査研究の内容と将来性について、若手ポスター賞の選考を行

います。選考は、正会員と学生会員に分けて行います。 

受賞者は、閉会式において公表し表彰を行います。 

 
３．賞 

 若手ポスター賞 2～3 名 

 受賞者は、閉会式において発表し、表彰状と副賞を贈呈します。 
 

過去の受賞者 

受賞年度 題名 氏名 所属 

平成 23年度 

 

長久保地すべりにおける地質構造解析と地下水流路の検

討 
室田真宏 国土防災技術㈱ 

珪砂・ドライアイス混合飲料のすべり面液状化および速度

効果とメタンハイドレート気化による大規模海底地すべ

り 

津久井敦也 京都大学大学院 

由比地すべりにおける地震を考慮した対策工の設計に関

する事例報告 
加藤誠章 

（財）砂防・地す

べり技術センタ

ー 

平成 24年度 

山形県七五三掛地すべりにおける地形解析による大規模

地すべり文化プロセスの推定 
西川裕輔 ㈱日さく 

単純せん断試験による結晶片岩中に形成されたすべり面

（層）の残留強度評価 
長谷川陽一 国土防災技術㈱ 

平成 25年度 豪雪地帯における地すべり移動体の浸透能試験 大澤光 京都大学大学院 

                          注）所属は受賞時のもの 
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新技術紹介セッション 
 
１．日時 

展示期間：8 月 20 日(水)13:00～17:45, 

8 月 21 日(木) 9:30～16:40 

準備：8 月 20 日(水) 9:00～12:00 
撤去：8 月 21 日(木)16:45～17:45 

 
２．場所 

つくば国際会議場、ポスター・新技術紹介セッション会場（１階） 

 
３．参加団体 

 25 団体、「会場案内」参照 

 

発表ブースの大きさ：間口約 2.8m×奥行き約 1.5m 

発表ブースの標準図 
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特別展示 
 
１．日時 

展示期間：8 月 20 日(水)13:00～17:45, 

8 月 21 日(木) 9:30～16:40 

準備：8 月 20 日(水) 9:00～12:00 
撤去：8 月 21 日(木)16:45～17:45 

 
２．場所 

つくば国際会議場、ポスター・新技術紹介セッション会場前フロワー（１階） 
展示パネルの大きさ：展示パネル（巾 90cm×高さ 210cm） 

 
３．参加機関・題名 

 
特別展示の参加機関・題名 

区

分
参加機関 題名 

1
群馬県 環境森林部 

森林保全課 
県西部で発生した隣接する２つの地すべりの特徴 

2
神奈川県 県土整備局 

河川下水道部 砂防海岸課 
箱根の温泉地すべり 

3 山梨県 砂防課 楠甫地区のアンカー工健全度調査 

4 茨城県立土浦第三高等学校 茨城県の地学教育の現状 

5 茨城県立境高等学校 茨城県南西部、境町における洪水予測図の作成 

6
日本緑化工学会 

斜面緑化研究部会 

緑化工における外来種利用の現状と課題 

－ 生物多様性保全に配慮した緑化への発展 － 

7
日本地すべり学会 

関東支部災害調査団 
2013 年台風 26号による伊豆大島の斜面災害 

8 独立行政法人森林総合研究所
2014 年 7月 9日に長野県南木曽町で発生した土石

流災害の現地調査結果 

 

  

28



意見交換会 
 
１．日時 

平成 26 年 8 月 20 日（水）18:00～20:00 

 
２．場所 
つくば国際会議場・多目的ホール（１階） 

 
３．内容 

①開会の挨拶  実行委員長 天野一男 
②歓迎の挨拶  つくば市 

③来賓紹介 

④フォトコンテスト入賞作品発表 
⑤次期開催地代表者挨拶 

⑥乾杯     副会長・関東支部長 落合博貴 

―歓談― 

⑦中締め    会長 土屋智 
⑧閉会 

 
４．注意事項 
・名札（赤ないし黄色）の入った名札フォルダーを必ず携行し係員に提示して

ください。指定の名札のない方は、入場できませんので、ご注意ください。 

・冒頭に、セレモニー（挨拶・紹介等）を行います。 

・会場内に、荷物置き場を設置します。 
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【アトラクション】 

セグウェイ試乗体験 
 
１．日時 

平成 26 年 8 月 21 日（木）11:45～14:45 
開始時間（15 分×12 コマ） 

11:15,12:00,12:15,12:30,12:45,13:00,13:15,13:30,13:45,14:00,14:15,14:30 

 
２．場所 
竹園公園（つくば国際会議場隣接地、徒歩１分） 

 
３．定員 
60 名（予約制） 

 
４．資格 

・発表会の参加者であること（参加証を確認します） 
・普通自動車免許取得者であること（免許証を確認します） 

・同意書を提出した者であること（整理券とともに配布します） 

 
５．参加方法 

・下記のとおり、予約を受けて整理券を配布します。 

 日時：平成 26 年 8 月 21 日（木）9:00～11:45 

 場所：つくば国際会議場・エントランスホール（１階）受付 
・指定された時間までに、試乗場所にお越しください。その際に、整理券、同

意書（必要事項を記入したもの）、運転免許証をご持参ください。 

 
６．注意事項 
・雨天時には、試乗を中止します。 

・試乗は、１人１回を原則とします。 

・説明も含めた所要時間は 15 分です。１人あたりの試乗時間は５分程度となり

ます（2 人に 1 台程度）。 

・セグウェイの試乗は、インストラクターが指導します。インストラクター及

び係員の指示に従って行動してください。 

・整理券を持たない方の試乗は、お断りします。  
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閉会式 
 
１．日時 

平成 26 年 8 月 21 日（木）16:40～17:00 

 
２．場所 
つくば国際会議場・中ホール 300（３階） 

 
３．内容 

①若手ポスター賞表彰式 
②閉会の挨拶 
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現地見学会 
 
１．日時 

平成 26 年 8 月 22 日(金) 9:00～17:00 

 
２．コース 

A コース：斜面崩壊実験（防災科学技術研究所）見学  

B コース：茨城県北ジオパークと震災復興       

C コース：筑波山の成り立ちと土砂災害        

 
３．集合 

つくば駅改札口付近 8:50 集合、9:00 出発、17:00 解散 

１）集合場所では、担当幹事に、参加チケットを提示して確認をうけてくださ

い。担当幹事は、腕章をしています。 

・集合場所：つくばエクスプレス・つくば駅、改札出口周辺 

・腕章の色：Ａコース＝緑色  Ｂコース＝青色  Ｃコース＝赤色 

２）集合場所からは貸切バスで移動します。出発時間になりましたら、担当幹

事が集合場所からバスまで案内します。 

 
４．注意事項 
１）ヘルメットを貸し出しますので、現場等では着用してください。 

２）原則として、雨天決行ですので、雨具をご持参ください。 

３）外を歩ける服装、足ごしらえ、飲み物などは、各自でご準備ください。 

４）天候や現地の状況により、コース、時間等を変更することがあります。 
５）参加者は、原則として、国内旅行傷害保険に加入します。 

 
５．行事の中止について 

 悪天候、交通止めなどについては、コース等を変更するなどの対応をとり、

行事を実施します。 

ただし、災害発生など、安全上重大な問題が生じると判断される場合は、現

地見学会を中止することがあります。その場合は、次のように連絡します。 
・前日（８月 21 日）の午後５時まで：各フロアーにある掲示版（ホワイトボー

ド）に掲示するほか、閉会式において連絡します。 

・前日午後５時以降：ホームページに掲載するとともに、集合場所において担

当幹事が応対します。  
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A コース「斜面崩壊実験（防災科学技術研

究所）見学」 

 大型降雨実験施設は、豪雨を原因とす

る自然災害の防止・軽減を目的として昭

和 49 年に運用を開始しました。自然の降

雨状態を再現する降雨装置としては世界

最大の規模です。防災科学技術研究所で

は、この大型降雨実験施設を利用して、

豪雨によって発生する土砂災害や、洪

水・浸水災害等について、基礎から応用

研究まで広く進めてきました。特に土砂

災害研究では、普段見ることのできない

崩壊の瞬間を観察できるため、貴重なデ

ータを提供してきました。 

この大型降雨実験施設は、5 つの実験区

画と移動降雨装置、ポンプ制御棟、貯水

槽から構成されています。移動降雨装置

は降雨散水面積 44 m×72 m、降雨強度 15

～200 mm／hr、雨滴粒径 0.1～2.2 mm、雨

滴落下高 16 m という規模・能力を有して

います。この装置により、降雨強度だけ

でなく、雨滴の大きさや落下速度を自然

の状態に近づけることが可能となります。

平成 25 年度には、近年多くみられるゲリ

ラ豪雨にも対応できるように、降雨強度

及び粒径が以前よりも大きくなるように

改良を行っています。 

現地見学会では、この施設にて、「ゲリ

ラ豪雨」と「実際に雨を降らせて行う斜

面崩壊実験」を見学します。特に通常は

公開していない崩壊実験では、実験用の

計測システムや崩壊する瞬間を見学する

ことが可能です。また、防災科研での地

すべり関連研究の見学も予定しています。 

なお、実際に崩壊実験を行いますので、

状況によっては待ち時間が長かったり、

時間内で崩壊しないこともあります。な

お、実験は、防災技術科学研究所・森林

総合研究所・日本地すべり学会の共同研

究として行われます。 

【予定コース】 

つくば駅8:50集合～防災科学技術研究所大

型降雨実験施設～つくば駅 17:00 解散 

 

大型降雨実験施設全景

 

ゲリラ豪雨見学 

◆実験スタッフ 

斜面モニタリング研究会（関東支部） 

◆崩壊実験協力企業 

株式会社オサシ・テクノス 

大起理化工業株式会社 

明治コンサルタント株式会社 

アジア航測株式会社 

復建調査設計株式会社 

日本工営株式会社  
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B コース「茨城県北ジオパークと震災復興」 

茨城県北ジオパークは、2011 年に、日本

ジオパークとしての公式認定を受けました。

様々な地質、自然、文化的遺産により構成

されており、古生代から現代まで 5 億年に

およぶ日本列島の歴史に触れることが出来

るジオパークです。一方で、同地域では東

日本大震災では大きな被害を被っており、

復興のための活動や、自然災害と地質・地

形との関係を学ぶための取り組みもはじま

っています。 

現地見学会では、「茨城県北ジオパークと

震災復興」をテーマに茨城県北ジオパーク

を見学します。はじめに、五浦海岸ジオサ

イトにおいて五浦海岸の地層や波の浸食に

より形成された地形について見学します。

また、同ジオサイトには茨城大学五浦美術

文化研究所や近代日本美術の発展に大きな

功績を残した岡倉天心が晩年居を構えた六

角堂があります。これらは 2011 年東北地方

太平洋沖地震の際に津波被害を被りました。

この被害の要因の一つである地形と津波の

浸水高の違いや、同地域における近年のめ

ざましい復興への取り組みについても見学

します。 

その後、日本四大鉱山のひとつである日

立鉱山を有し、工業都市として発展した日

立ジオサイトへ移動します。ここでは、日

立鉱山の歴史や模擬坑道、鉱石標本、煙害

問題への取り組みなどが展示されている日

鉱記念館を見学します。さらには、日本最

古である５億年前の地層（カンブリア紀の

花崗岩）の露頭の見学をします。 

【予定コース】 

つくば駅 8:50 集合～五浦海岸（北茨城市）

～日鉱記念館（日立市）～かみね公園頂上

～つくば駅 17:00 解散 

 

 

五浦海岸の地層 

 

 

日鉱記念館 

◆講師 

天野一男氏（茨城大学） 

田切美智雄氏（日立市郷土博物館） 
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C コース「筑波山の成り立ちと土砂災害」 

筑波山は、関東平野の北東部に単独峰と

してそびえ、古来から名山として知られて

います。筑波山山頂部には白亜紀後期の斑

レイ岩類、周囲には古第三紀の花崗岩類と

いう、日本列島の基盤をなす古い時代の地

質が分布しています。加えて、新第三紀に

おける日本列島の形成や第四紀、特に最後

の氷河時代から現在に至る関東平野の形成

史を示す地層が観察できるなど、筑波山を

中心としたその周辺地域は、豊富で希少な

ジオ資源を有しています。近年では、日本

百名山にも選ばれ、ジオパークとしての認

定を目指して地域ぐるみで取り組みを行っ

います。 

現地見学会では、「筑波山の成り立ちと土

砂災害」をテーマに筑波山ジオパーク候補

地を見学します。はじめに、つつじヶ丘か

らロープウェイで筑波山山頂まで登り、山

頂付近のジオサイトで筑波山を形成する斑

レイ岩類を見学します。 

その後、山麓に広く分布する土石流堆積

物を観察します。ケーブルカーで筑波山神

社まで下山し、筑波山千寺沢の砂防堰堤群

を見学します。千寺沢では昭和 13 年に、集

中豪雨によって山津浪（当時は土石流が一

般に認知されてなかった）による災害の発

生が記録されています。この災害を機に昭

和 14～18 年に整備された当該渓流の砂防

堰堤群は、平成 23 年に土木学会選奨土木遺

産として認定されています。筑波山周辺で

は、昭和 22 年のカスリン台風や昭和 54 年

台風 20 号豪雨でも土石流が発生していま

す。 

最後に筑波山梅林へ移動し、斑レイ岩類

の巨岩を含む土石流堆積物を観察します。

ここでは、角閃石の巨晶を特徴的に含む斑

レイ岩類を採取することもできます。 

【予定コース】 

つくば駅8:50集合～筑波山つつじヶ丘～筑

波山山頂～筑波山神社～千寺川砂防堰堤群

～筑波山梅林～つくば駅 17:00 解散 

 

 

筑波山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筑波山梅林の土石流堆積物 

 

◆講師 

酒井彰氏（産業技術総合研究所地質標本館） 
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ランドスライドフォトコンテスト 
 

１．主催者 

公益社団法人 日本地すべり学会 第 53 回研究発表会及び現地検討会実行委員会 

 

２．撮影対象（テーマ） 

斜面崩壊及び災害、防災対策（ソフト対策を含む）、関連する調査・研究をとらえたもの 

なお、ここでいう斜面崩壊とは、地すべり、崩壊、落石、土石流など、「岩，土あるいはそ

の混合物の斜面下降運動」全般をさします。 

 

３．応募作品 

１）普通写真またはデジタル写真とし、カラ―・白黒は問いません。 

２）応募者自身が撮影した未発表作品に限ります。 

３）応募は一人 3 点までとします。 

４）応募作品は、Ａ４サイズ(210mm×297mm)にプリントあるはプリンタで写真用紙に印刷

したものとします。 

 

４．審査と表彰 

実行委員長から委嘱された審査員により、①学術的、技術的、教育的な価値、②芸術性、

③ＰＲ効果について、一次審査、二次審査を行います。 

一次審査を通過した応募作品は研究発表会会場において展示します。なお、できるだけ

多くの作品を展示するよう配慮いたします。 

また、一次審査を通過した応募作品には二次審査がおこなわれ、実行委員会により入賞

を決定します。入賞作品については、研究発表会において表彰するほか、ホームページ上

にて公表します。 

 

５．賞 

 最優秀賞・優秀賞 1～2点  

 入賞作品は、意見交換会（８月 20 日）において、発表します。 

入賞作品の応募者（撮影者）は、実行委員会より表彰状と副賞を贈呈します。 

 

６．写真の展示 

 一次審査を通過した応募作品は、ポスター・新技術紹介セッション会場前の展示スペー

スに展示します。  
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実行委員会 
 
第 53 回研究発表会及び現地見学会実行委員会名簿 

 
１．委員会 

区分 氏名 所属 備考 

委員長 天野一男 国立大学法人 茨城大学    

副委員長 落合博貴 独立行政法人 森林総合研究所 副会長 

副委員長 中里裕臣 独立行政法人 農研機構農村工学研究所 専務理事 

委員 若井明彦 国立大学法人 群馬大学 理事 

委員 小山内信智 独立行政法人 土木研究所   

委員 岩波越 独立行政法人 防災科学技術研究所   

委員 渡辺真人 独立行政法人 産業技術総合研究所   

委員 村岡清隆 国土地理院    

委員 倉岡千郎 日本工営株式会社    

委員 桜井清仁 応用地質株式会社    

委員 寺田秀樹 国土防災技術株式会社   

委員 長卓良 つくば市   

監事 綱木亮介 一般財団法人 砂防・地すべり技術センター 理事 

監事 佐藤尚弘 明治コンサルタント株式会社   
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２．幹事会 

区分 氏名 所属 備考 

幹事長 櫻井正明 株式会社 山地防災研究所 理事 

副幹事長 宇次原雅之 日特建設株式会社   

副幹事長 小林豊 日本サーベイ株式会社   

副幹事長 酒井直樹 独立行政法人 防災科学技術研究所   

幹事 佐藤 剛 帝京平成大学   

幹事 三輪賢志 独立行政法人 土木研究所   

幹事 井上敬資 独立行政法人 農研機構 農村工学研究所   

幹事 岡田康彦 独立行政法人 森林総合研究所   

幹事 小川明穂 独立行政法人 森林総合研究所   

幹事 石田博文 群馬県 平成26年3月まで

幹事 太田敬一 日本工営株式会社    

幹事 小野田敏 アジア航測株式会社   

幹事 今野幸喜 国土防災技術株式会社   

幹事 木村勝美 株式会社 ダイヤコンサルタント 平成26年6月から

幹事 梶山國博 株式会社 ダイヤコンサルタント 平成26年6月まで

幹事 平木慎一 株式会社 日さく   

幹事 本間宏樹 応用地質株式会社 平成26年3月まで

幹事 樽角晃 応用地質株式会社  平成26年4月より

幹事 滝口潤 明治コンサルタント株式会社   

幹事 林一成 奥山ボーリング株式会社   

幹事 坂爪賢介 株式会社 オサシ・テクノス   

幹事 浦元啓 日本工営株式会社    
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３．事務局 

区分 氏名 所属 備考 

事務局員 佐竹亮一郎 群馬大学   

事務局員 芦澤拓八 群馬大学   

事務局員 大淵亮 群馬大学   

事務局員 ハスバートル アジア航測株式会社   

事務局員 高堂陶子 奥山ボーリング株式会社   

事務局員 長谷川 雄一 国土防災技術株式会社   

事務局員 藤原直 明治コンサルタント株式会社   

事務局員 若命省吾 帝京平成大学   

事務局員 阿部拓実 応用地質株式会社   

事務局員 松田伸一   

事務局員 梶山國博 株式会社 ダイヤコンサルタント 現地見学会担当 

事務局員 櫻井眞 東北芸術工科大学 県民講演会担当 
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平成 26 年度事業計画部名簿 

 
区分 氏名 所属 備考 

部長 浅野志穂 独立行政法人 森林総合研究所 平成26年4月より

部長 中里裕臣 独立行政法人 農研機構 農村工学研究所 平成26年4月まで

副部長 宇次原 雅之 日特建設株式会社   

副部長 山本高司 川崎地質株式会社   

幹事 生島潤一 日本工営株式会社   

幹事 井上宏 日本工営株式会社   

幹事 稲葉一成 新潟大学   

幹事 梶原康男 国土防災技術株式会社   

幹事 相楽渉 一般社団法人砂防・地すべり技術センター   

幹事 佐藤剛 帝京平成大学   

幹事 関晴夫 日本サーベイ株式会社   

幹事 土志田 正二 消防庁消防研究センター    

幹事 野澤忠明 株式会社 エスイー   

幹事 馬場俊行 国際航業株式会社   

幹事 三輪賢志 独立行政法人 土木研究所   

幹事 茂木俊 株式会社日さく   

幹事 森屋洋 奥山ボーリング株式会社   

幹事 川邉洋 新潟大学   

幹事 中村直登 日本工営株式会社   

幹事 原田敏雄 株式会社エスイー   
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平成 26 年 8 月 19 日発行 

公益社団法人日本地すべり学会第 53 回研究発表会及び現地見学会実行委員会 

〒105-0004 東京都港区新橋 5 丁目 26 番 8 号(新橋加藤ビル)                 

TEL：03-3432-1878     FAX:03-5408-5250                                



開会式・表彰式・特別講演 
 
１．日時 

平成 26 年 8 月 20 日（水）9:30～12:00 

 
２．場所 
つくば国際会議場・中ホール 300（３階） 

 
３．内容 

 
１）開会式  9 : 30～10 : 00 

①開会の辞 

②会長挨拶  会長 土屋智 
③来賓挨拶  つくば市 

       農林水産省農村振興局 

④来賓紹介 

 
２）表彰式 10:00～10:10 

 
①審査報告  表彰委員長 丸井英明 

 
②表  彰 技術報告賞 岡本有生（北海道夕張郡 栗山町） 

      査読者賞  濱崎英作（株式会社アドバンテクノロジー） 

 
３）特別講演 10 : 20～12 : 00 

 
①ジオパークによる地域振興―茨城県北ジオパークを例として― 

10:20～11:10 
天野 一男（茨城大学理学部，実行委員長） 

 
②地震地すべりとそれに伴う地すべりダムの発生危険度評価 

11:10～12:00 

林 一成 （奥山ボーリング株式会社，平成 25 年度研究奨励賞受賞者） 

  


